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Ⅱ　損　益　計　算　書
平成26年７月１日から平成27年６月30日

科　　　目 小　　計 合　　計
一　　　般　　　事　　　業

計 指　導 販　売 森林整備

円 円 円 円 円 円

Ⅰ　事 業 総 収 益

　１．事 業 収 益 393,952,471 393,952,471 8,499,800 92,887,132 292,565,539

　２．事 業 費 用 298,881,008 298,881,008 3,617,674 70,358,406 224,904,928

事 業 総 利 益 95,071,463 95,071,463 4,882,126 22,528,726 67,660,611

Ⅱ　事 業 損 益

　１．人 件 費 71,303,681 71,303,681 6,510,026 19,444,514 45,349,141

　２．旅 費 交 通 費 641,725 641,725 58,397 175,191 408,137

　３．事 務 費 3,074,892 3,074,893 279,815 839,446 1,955,632

　４．業 務 費 871,352 871,352 79,293 237,879 554,180

　５．諸 税 負 担 金 1,383,745 1,383,744 125,921 377,762 880,061

　６．施 設 費 13,264,905 13,264,906 1,207,106 3,621,319 8,436,481

　７．雑 費 911,803 911,802 82,974 248,922 579,906

事 業 管 理 費 計 91,452,103 91,452,103 8,343,532 24,945,033 58,163,538

事 業 利 益 3,619,360 3,619,360 △3,461,406 △2,416,307 9,497,073

Ⅲ　経 常 損 益

　１．事 業 外 収 益 1,208,182

　２．事 業 外 費 用 637,957

事 業 外 損 益 570,225

経 　 常 　 利 　 益 4,189,585

Ⅳ　特 別 損 益

　１．特 別 損 益 6,000,000

　２．特 別 損 失 6,021,001

特 別 損 益 △21,001

税 引 前 当 期 利 益 4,168,584

法人税・住民税及び事業税額 0

当 期 剰 余 金 4,168,584

前 期 繰 越 剰 余 金 2,650,106

当 期 未 処 分 剰 余 金 6,818,690

第　104　号（1）平成27年９月号

　

平
成
二
十
七
年
九
月
三
日
、
林
業

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
三
十
四
回
静

岡
市
森
林
組
合
通
常
総
代
会
が
来

賓
、
役
員
、
総
代
六
十
七
名
の
出
席

を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
狩
野
組
合
長
よ
り
「
当

組
合
の
平
成
二
十
六
年
度
決
算
に
お

い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

に
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

た
事
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。
消
費
税
引
き
上
げ
以
降
は
材
価

の
低
迷
か
ら
素
材
生
産
の
取
扱
量
が

大
き
く
落
ち
込
み
、
仕
事
量
と
利
益

の
確
保
に
苦
心
し
ま
し
た
。
一
方
、

組
合
員
か
ら
の
造
林
委
託
、
森
の
力

再
生
事
業
、
環
境
基
金
事
業
費
、
森

林
整
備
セ
ン
タ
ー
事
業
等
が
増
え
た

こ
と
に
よ
り
乗
り
切
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
組
合
員
の
皆
様
、
県
、
市
、

関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
作
業
の
安
全
面
に
お
い
て

も
、
よ
り
安
全
に
配
慮
し
、
且
つ
効

率
的
な
作
業
を
心
掛
け
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
組
合
経
営
を
取
り
巻
く

様
々
な
環
境
に
柔
軟
に
対
応
す
る
と

同
時
に
、
安
定
的
な
経
営
を
行
う
姿

勢
の
バ
ラ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
組
合
員
の
皆
様
、
関
係
者
の

皆
様
の
更
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
挨
拶
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
と
い
た
し
ま
し
て
、
静

岡
県
中
部
農
林
事
務
所
所
長　

麻
里

均
様
よ
り
「
貴
組
合
に
お
い
て
は
、

中
部
流
域
の
林
業
活
性
化
と
安
定
的

な
木
材
供
給
の
中
核
と
な
る
事
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に
必

要
と
な
る
森
林
経
営
計
画
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
農
林
事
務
所
と
し
て
も
、
静
岡

地
域
が
適
切
な
森
林
整
備
を
通
じ
安

定
的
な
木
材
生
産
が
出
来
る
地
域
と

な
り
、
林
業
が
静
岡
地
域
の
主
要
産

業
と
し
て
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
、

皆
様
と
と
も
に
努
力
し
て
参
り
ま

す
。」
と
の
力
強
い
お
祝
い
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
静
岡
市
経
済
局
農
林
水
産

部
長　

糟
屋
眞
弘
様
、
静
岡
県
森
林

組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長　

榛
村

純
一
様
に
も
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
静
岡
市
議
会
議
員　

石

上
様
、
同
市
議
会
議
員　

安
竹
様
、

組
合
長
挨
拶

麻
里
所
長
ご
挨
拶

議
　
　
案

第34回
通常総代会開催

静
岡
県
中
部
農
林
事
務
所
農
山
村
整

備
部
長　

三
輪
様
、
同
事
務
所
森
林

整
備
課
主
査　

大
須
賀
様
、
国
立
研

究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所
森
林

整
備
セ
ン
タ
ー
静
岡
水
源
林
整
備
事

務
所
長　

宮
澤
様
、
静
岡
市
経
済
局

　

中
山
間
地
振
興
担
当
部
長　

佐
野

様
、
同
中
山
間
地
振
興
課
主
幹
兼
係

長　

望
月
様
、同
課
主
事　

太
田
様
、

同
市
治
山
林
道
課
長　

高
木
様
、
同

課
林
道
第
一
係
長　

小
松
様
、
静
岡

市
森
林
組
合
顧
問　

大
村
様
に
ご
臨

席
賜
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
、
佐
藤
肇
議
長

の
進
行
の
も
と
、
第
一
号
議
案
か
ら

第
十
号
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
た
上
で

多
数
の
賛
成
を
得
て
、
全
て
の
議
案

が
承
認
可
決
さ
れ
、
総
代
会
を
無
事

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
六
年
度
事

業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び
注
記

表
・
附
属
説
明
書
承
認
の
件

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
事

業
計
画
書
設
定
の
件

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
一

般
賦
課
金
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
四
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
役

員
報
酬
を
定
め
る
件

第
五
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
諸

手
数
料
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
六
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
余

裕
金
及
び
積
立
金
預
け
入
れ
先
承

認
の
件

第
七
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
に

お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
を
定

め
る
件

第
八
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
に

お
け
る
貸
付
金
の
最
高
限
度
を
定

め
る
件

第
九
号
議
案　

定
款
の
一
部
変
更
に

関
す
る
件

第
十
号
議
案　

組
合
員
の
除
名
に
よ

る
脱
退
の
件

Ⅲ　総　合　貸　借　対　照　表
平成27年６月30日

科　　　目 内　訳 小　計 合　計 科　　　目 内　訳 小　計 合　計
資　産　の　部 円 円 円 負　債　の　部 円 円 円

流　動　資　産 流　動　負　債
１．現 金 25,666 １．受 託 販 売 預 り 金 3,439,945
２．預 金 69,959,846 ２．買 掛 金 253,853
３．売 掛 金 13,800 購 買 買 掛 金 253,853

購 買 売 掛 金 13,800 ３．未 払 金 3,074,678
４．未 収 金 4,332,877 事 業 未 払 金 3,042,978

事 業 未 収 金 4,001,477 未 払 消 費 税 31,700
未 収 賦 課 金 331,400 ４．未 払 法 人 税 等 2,731,800

５．購 買 品 棚 卸 資 産 880,028 ５．預 り 金 3,468,644
事 業 物 資 342,369 ６．貸 倒 引 当 金 2,000,000
生 活 物 資 245,459
養 苗 勘 定 292,200

６．立 替 金 46,008,781
造 林 立 替 金 45,518,677
一 般 立 替 金 490,104

７．前 渡 金 167,483
８．事 業 前 払 費 用 10,775,931

請負林産前払費用 6,569,403
森林整備前払費用 4,206,528

９．前 払 い 費 用 105,645
10．仮 払 金 7,749

流 動 資 産 合 計 132,277,806 流 動 負 債 合 計 14,968,920

固　定　資　産 固　定　負　債
有 形 固 定 資 産 １．退 職 給 付 引 当 金 30,569,176
１．建 物 1,637,947 ２．役員退任慰労金引当金 2,459,000
２．機 械 装 置 9,837,617 固 定 負 債 合 計 33,028,176
３．車 輌 運 搬 具 2 負 債 合 計 47,997,096
４．器 具 及 び 備 品 930,874
５．森 林 106

有 形 固 定 資 産 計 12,406,546

無 形 固 定 資 産 純 資 産 の 部
１．電 話 加 入 権 291,176 291,176 組 合 員 資 本

１．出 資 金 31,775,000
外　部　出　資 ２．利 益 剰 余 金 85,535,647
１．系 統 出 資 金 26,120,000 法 定 準 備 金 21,349,063
２．系 統 外 出 資 金 1,335,000 任 意 積 立 金 64,186,584

外 部 出 資 計 27,455,000 ３．当期未処分利益剰余金 6,818,690
当 期 剰 余 金 4,168,584

その他固定資産 前 期 繰 越 剰 余 金 2,650,106
１．差 入 保 証 金 84,000 ４．資 本 準 備 金 388,095

そ の 他 固 定 資 産 計 84,000 組 合 員 資 本 合 計 124,517,432
固 定 資 産 合 計 40,236,722 純 資 産 合 計  124,517,432

資 産 合 計 172,514,528 負 債 ・ 純 資 産 合 計 172,514,528

※事業管理費の各事業への配賦割合は、
　次のとおり人頭割です。

指　　導  1.0人

販　　売  3.0人

森林整備  7.0人

合　計 11.0人

※小数点以下未表示のため、配賦数値に
　合計との不突合があります。

発行回数　年 2 回
発行所
静岡市葵区千代 538 番地の 11
静 岡 市 森 林 組 合
　TEL 054−278−3141
　E-mail:midori@shizzmori.jp
　HPアドレス http://www.shizzmori.jp
編集・発行
静岡市森林組合広報委員会
印刷　大 日 三 協 株 式 会 社
　TEL 054−263−2435㈹



第　104　号 平成27年９月号（2）

 ㎥単価を石単価に換算するには、概算で
 ㎥単価を3.6で割ります。
　　入札日 平成27年９月10日
　　市回数 2,450回

△強気配　○保合　▼弱気配（㎥単位）
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6,700
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223
6,500
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12,800
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10,300
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16,600
15,900
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296
7,900
11,300
15,200
15,300
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21,600
56,100
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28,900
24,400
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○
○
－
○
○
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樹種 長　さ
（m）

末口径
（cm）

落　　　札　　　価　　　格
高　値 中　値 １本当単価 安　値

気　配

県森連静岡共販所

安
全
第
一

安
全
祈
願
祭
開
催

安
全
祈
願
祭

　

今
年
度
五
月
よ
り
当
組
合
で
職

員
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
、
三
好
真
広
（
み
よ
し
ま
さ

ひ
ろ
）
と
申
し
ま
す
。
私
は
大
学

卒
業
ま
で
を
横
浜
市
で
過
ご
し
、

東
京
農
業
大
学
に
て
農
業
工
学
、

主
に
環
境
情
報
学
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
大
学
を
卒
業
後
、
兵
庫

県
に
あ
る
物
流
会
社
に
勤
め
て
お

り
ま
し
た
。
前
職
と
比
べ
全
く
の

異
業
種
、
初
め
て
の
静
岡
の
地
、

等
々
初
め
て
づ
く
し
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
少
し
で
も
早
く
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
日
々

精
進
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

賦
課
金
納
入
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

平
成
二
七
年
度
の
賦
課
徴
収

額
に
つ
き
ま
し
て
、
過
日
行
わ

れ
た
総
代
会
に
て
承
認
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、み
ど
り（
広

報
誌
）
と
一
緒
に
賦
課
金
納
入

の
依
頼
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
、

十
月
末
日
の
期
日
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
の
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

相
続
等
で
名
義
や
住
所
の
変
更

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
組
合
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
安
林
伐
採
届
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

静
岡
県
で
は
、
山
腹
の
崩
落

等
の
災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
山
林

を
保
安
林
に
指
定
し
森
林
を
維

持
す
る
よ
う
す
す
め
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
保
安
林
を
伐
採
す

る
場
合
に
は
、
事
前
に
伐
採
許

可
の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
申
請
時
期
は
毎
年
、二
月
、

六
月
、
九
月
、
十
二
月
に
な
り

ま
す
。
皆
伐
に
つ
い
て
は
「
皆

伐
面
積
の
限
度
の
公
表
」
か
ら

三
十
日
以
内
に
市
長
宛
に
届
出

書
の
提
出
、
間
伐
を
行
う
場
合

に
は
九
十
日
か
ら
二
十
日
前
ま

で
に
届
出
書
の
提
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
申
請
の
手

続
き
は
森
林
組
合
で
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
保
安
林
の
伐
採

を
行
う
際
に
は
、
事
前
に
森
林

組
合
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
安
林
以
外
の
伐
採
届
に
つ
い
て

　

保
安
林
以
外
の
森
林
を
伐
採

す
る
場
合
に
も
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
提
出
時
期
は
、
伐

採
開
始
予
定
日
の
九
十
日
前
か

ら
三
十
日
前
ま
で
に
な
り
ま

す
。
こ
ち
ら
も
、
事
前
に
森
林

組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

九
月
九
日
、
安
全
祈
願
祭
が
、

職
員
、
労
務
班
員
総
勢
四
十
人
を

集
め
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
で
は
、
見
城
神
官
に
よ
る

祝
詞
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
山
林
作

業
の
安
全
や
、
山
で
働
く
人
々
の

幸
せ
を
願
い
ま
し
た
。
続
い
て
、

狩
野
組
合
長
を
始
め
、
造
林
班
、

林
産
班
の
班
長
ら
が
祭
壇
に
玉
串

を
捧
げ
、
労
災
事
故
の
撲
滅
を
誓

い
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
に
続
い
て
、
林
業
労
働

災
害
防
止
講
習
会
が
行
わ
れ
、
静

岡
労
働
基
準
監
督
署
の
後
藤
充
宏

次
長
様
、
安
全
衛
生
課
長
の
神
山

孝
様
か
ら
「
林
業
労
働
災
害
防
止

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
林
業
の
災

害
状
況
や
災
害
事
例
、
作
業
に
あ

た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
を
ご
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
静
岡
県
森
林
組
合
連

合
会
天
竜
営
業
所
長
の
高
橋
雅
弘

様
よ
り
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
と
併
せ
て
、
様
々
な
災

害
事
例
の
リ
ス
ク
と
そ
の
リ
ス
ク

軽
減
策
に
つ
い
て
五
、六
人
の
班

毎
に
分
か
れ
て
討
論
が
行
わ
れ
、

安
全
作
業
に
つ
い
て
の
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
安
全
・
林
産
委
員
会

の
活
動
を
通
じ
て
、
安
全
作
業
に

努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
橋
様
ご
講
演

新
入
職
員
紹
介

　

今
年
の
五
月
よ
り
、
当
組
合
で

働
か
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
、
嵯

峨 

美
里
（
さ
が 

み
さ
と
）
と
申

し
ま
す
。
当
組
合
内
で
は
珍
し
く

静
岡
市
か
ら
遠
く
離
れ
た
土
地
の

出
身
で
あ
り
ま
し
て
、
秋
田
県
由

利
本
荘
市
が
出
身
地
で
す
。
地
元

に
は
標
高
二
千
ｍ
越
の
鳥
海
山
が

あ
り
、
ま
た
日
本
海
に
も
面
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
静
岡
市
と
同
じ

よ
う
に
、
山
、
川
、
海
の
恵
み
に

あ
ふ
れ
た
土
地
で
す
。
大
学
は
東

京
農
業
大
学
の
森
林
総
合
科
学
科

に
入
学
し
、
造
林
学
研
究
室
に
所

属
し
ま
し
て
、
四
年
生
時
は
卒
論

調
査
の
た
め
に
奥
多
摩
演
習
林
で

隔
週
三
泊
四
日
過
ご
し
て
い
る
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。
子
供
の
頃
か

ら
自
然
環
境
保
全
等
に
興
味
が
あ

り
、
綺
麗
な
自
然
の
中
に
い
る
と

落
ち
着
き
ま
す
。
木
材
価
格
が
下

落
し
、
新
し
い
森
林
経
営
、
組
合

業務分掌表
氏　　名 担　当　業　務

業務部

秋 山 卓 徳 業務全般
神 谷 誠 司 事業管理　労務管理
大 橋 紀 夫 森の力再生事業　加速化事業　民有林委託造林事業
狩 野 　 豊 購買事業（一般）　苗木配布　広報誌
八 木 雅 子 労務管理　福利厚生　購買事業（苗木）　経営計画
鹿子嶋　　　光 森林整備センター事業　動物被害対策事業　県営林・市有林
瀧 　 圭 佑 素材生産　森林環境基金間伐　林道開設
嵯 峨 美 里 森の力再生事業　加速化事業　民有林委託造林事業
三 好 真 広 森林整備センター事業　動物被害対策事業　県営林・市有林

総務部 安 本 一 寿 総務総括　会計経理
劔 持 尚 代 総務総括　会計経理　庶務

地　区 氏　　名 地　区 氏　　名 地　区 氏　　名
玉 川 酒 井 　 勲 大 河 内 南 條 静 雄 清 沢 築 地 　 實
玉 川 望 月 俊 宏 大 河 内 静 　 和 夫 清 沢 大 棟 鉄 雄
玉 川 永倉栄太郎 大 河 内 築 地 政 平 清 沢 大棟美津子
玉 川 狩 野 　 宏 大 河 内 廣 野 　 繁 清 沢 嶋 尻 　 均
玉 川 狩野宗子郎 大 河 内 築地喜八郎 清 沢 橋 本 隆 誌
玉 川 狩 野 恭 一 梅 ヶ 島 小 泉 昌 俊 清 沢 森 主 藤 夫
玉 川 長 倉 　 弘 梅 ヶ 島 小 泉 道 弘 清 沢 柿 平 一 恵
玉 川 漆 畑 鐘 蔵 梅 ヶ 島 新 村 源 吉 清 沢 勝 山 博 文
玉 川 狩 野 靖 久 梅 ヶ 島 岩 崎 元 重 清 沢 梶 山 幸 三
玉 川 篠 崎 文 秀 梅 ヶ 島 望 月 義 一 清 沢 山 田 芳 朗
玉 川 笠 井 敬 悦 梅 ヶ 島 小 泉 　 康 長 藁 羽 鈴 木 廣 行
玉 川 白 鳥 錦 一 梅 ヶ 島 秋 山 信 夫 長 藁 羽 鈴 木 祥 元
玉 川 安 本 喜 彦 梅 ヶ 島 市 川 裕 倫 長 藁 羽 鈴 木 登 史
玉 川 佐 藤 茂 夫 梅 ヶ 島 秋 山 義 雄 長 藁 羽 西川比呂滋
玉 川 赤 石 幸 雄 梅 ヶ 島 秋 山 忠 彦 長 藁 羽 鈴 木 久 夫
玉 川 望 月 　 宜 梅 ヶ 島 小 泉 　 進 長 藁 羽 近 藤 基 裕
玉 川 望 月 克 彌 梅 ヶ 島 杉 山 寿 彦 長 藁 羽 近 藤 博 雄
玉 川 大 倉 鋭 弘 梅 ヶ 島 望 月 孝 男 長 藁 羽 佐 野 賢 輔
玉 川 望 月 英 光 梅 ヶ 島 岩 崎 政 巳 長 藁 羽 森 　 雅 章
玉 川 油 上 　 登 梅 ヶ 島 市 川 清 春 長 藁 羽 齊 藤 道 則
玉 川 白 鳥 鋼 一 梅 ヶ 島 岩 崎 吉 利 長 藁 羽 小長井　実
玉 川 浦 田 　 淳 梅 ヶ 島 岩 崎 則 明 長 藁 羽 梅 原 滋 之
玉 川 萩 原 　 康 梅 ヶ 島 大 村 勝 久 長 藁 羽 藤 田 孝 夫
玉 川 遠 藤 義 雄 梅 ヶ 島 志 村 篤 郎 長 藁 羽 繁 田 一 夫
玉 川 白 鳥 は な 梅 ヶ 島 小 泉 　 肇 長 藁 羽 山崎耕太郎
玉 川 白 鳥 正 明 梅 ヶ 島 杉 山 博 俊 長 藁 羽 福 嶋 敏 夫
玉 川 白 鳥 修 一 梅 ヶ 島 望 月 定 良 長 藁 羽 石 上 清 一
玉 川 山 田 公 之 梅 ヶ 島 杉 山 昌 弘 長 藁 羽 三 浦 光 示
玉 川 岩 崎 　 諭 梅 ヶ 島 望 月 善 久 長 藁 羽 森 　 暢 弘
玉 川 狩 野 欣 平 梅 ヶ 島 秋 山 邦 彰 長 藁 羽 森 　 繁 彦
玉 川 白 鳥 敏 夫 大 川 森 藤 正 敏 長 藁 羽 中 川 髙 志
玉 川 疋 田 圭 佑 大 川 高 橋 　 亨 長 藁 羽 勝 山 　 實
玉 川 白 鳥 伸 尚 大 川 宗 野 善 夫 長 藁 羽 勝 山 壽 夫
玉 川 築 地 美 幸 大 川 森藤喜美雄 長 藁 羽 渋 川 陽 一
玉 川 赤 石 光 敏 大 川 森藤善太郎 長 藁 羽 勝 山 恵 价
玉 川 白 鳥 利 幸 大 川 村松喜久雄 長 藁 羽 原 田 清 秀
玉 川 和 田 健 一 大 川 遠 津 直 喜 長 藁 羽 森 傑
玉 川 岡 部 忠 男 大 川 勝 見 和 弘 長 藁 羽 大 森 　 宏
玉 川 海野記代美 大 川 出 雲 康 典 美和静岡 白 鳥 博 司
玉 川 白 鳥 達 男 大 川 大川井教夫 美和静岡 漆畑郁之助
玉 川 内 野 盛 蔵 大 川 内 野 督 勝 美和静岡 望 月 寿 彦
玉 川 内 野 忠 一 大 川 小長井増平 美和静岡 望 月 雅 彦
玉 川 内 野 誠 市 大 川 佐 藤 重 利 美和静岡 松 永 行 人
玉 川 長 倉 信 男 大 川 芳 澤 茂 夫 美和静岡 望 月 義 明
玉 川 江 川 　 進 大 川 佐 藤 一 芳 美和静岡 小田巻道人
玉 川 安 池 勘 司 大 川 佐 藤 朋 弘 美和静岡 菊地耕一郎
玉 川 斉 藤 文 雄 大 川 野 中 秀 敏 美和静岡 大 村 和 伸
玉 川 狩 野 和 夫 大 川 佐 藤 　 勲 美和静岡 望月才二朗
玉 川 狩 野 純 男 大 川 小長井和彦 美和静岡 出 雲 清 教
玉 川 一 言 一 博 大 川 佐 藤 　 肇 美和静岡 大 川 隆 志
大 河 内 望 月 　 明 大 川 佐 藤 住 男 美和静岡 豊 泉 正 夫
大 河 内 仲 野 正 吉 大 川 佐 藤 眞 實 美和静岡 杉山喜一郎
大 河 内 小 澤 　 晃 大 川 堀 井 和 男 美和静岡 望 月 敏 宏
大 河 内 見城圭太郎 大 川 佐 藤 武 久 美和静岡 海 野 光 祥
大 河 内 望 月 継 博 大 川 小 林 俊 則 美和静岡 海 野 　 勉
大 河 内 望 月 太 智 大 川 佐 藤 公 敏 美和静岡 堀 内 晴 夫
大 河 内 望 月 政 治 大 川 森 辻 敏 之 美和静岡 望 月 久 嗣
大 河 内 山 下 晴 久 大 川 森 勇 次 郎 美和静岡 加 藤 貴 彦
大 河 内 見 城 和 男 大 川 佐 藤 達 夫 美和静岡 白 鳥 博 治
大 河 内 山 下 恭 市 大 川 羽根田幸久 美和静岡 武 田 　 明
大 河 内 三 浦 正 義 大 川 藤 森 勝 弘 美和静岡 望 月 弘 昭
大 河 内 榊 原 勘 市 大 川 大川井秀夫 美和静岡 水 元 利 夫
大 河 内 見 城 秀 誌 大 川 藤 森 昭 男 美和静岡 細 澤 得 生
大 河 内 見 城 熊 康 大 川 白 澤 貞 二 美和静岡 池 田 展 康
大 河 内 宮 原 光 儀 大 川 中 村 敏 明 美和静岡 池 田 康 明
大 河 内 白 鳥 儀 光 大 川 中 村 勝 彦 美和静岡 仁 科 　 岳
大 河 内 望 月 敏 明 大 川 森 　 悦 彦 美和静岡 鈴 木 　 勲
大 河 内 西 島 友 一 大 川 仲 谷 寛 之 美和静岡 滝 浪 龍 司
大 河 内 望 月 義 弘 清 沢 森 　 勝 之 美和静岡 清 水 政 幸
大 河 内 白 鳥 正 文 清 沢 杉 山 　 渉 美和静岡 山 田 　 勝

静岡市森林組合総代名簿（敬称略）

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
昨
今
で
す

の
で
、
日
々
学
び
な
が
ら
静
岡
市

の
森
林
の
た
め
に
働
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。


